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北海道南西沖地震（1993），十勝沖地震（2003），スマトラ島沖地震（2004）等を契機
に急速に関心が高まる津波について，その全容を集大成

世界と日本の主な津波，メカニズム，物理，被害，予測，対策，予警報，国際連携
に関する最新知見を，第一線で活躍する研究者陣が書き下ろした国内初の事典

「津波発生目撃談」「いなむらの火」など一般読者にも興味深いコラム（津波挿話）
を本文中の随所に掲載し，巻末には参照に便利な津波年表を付す

津波の事典
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本文組見本

推薦のことば

津波大国でもある日本は「津波学」で世界をリードしてきたが、なぜかその集成としての書籍がなかった。津波は「忘れた

ころにやってくる」ものだからなのであろうか。それとも、理学・工学・社会学にまたがる学際分野だからなのであろうか。

しかし、ようやく本書の刊行によって津波学の成書が世に登場した。これは研究史上の快挙である。事典とはいっても、その

内容は津波についての知識を系統的に網羅し、専門的な立場から解説したものである。社会的に重要な使命である防災・減災

対策にも十分に触れている。この本を通読されればわかるように、津波に対する知識は、地震の物理や計算機の進歩によって

1970年代以降、急速な進歩を見せており、津波の計算が非常に速く、しかも精密に行われるようになってきた。本書はその

「近代的津波学」の紹介でもある。分担執筆者は、いずれも津波分野の第一線で活躍されている研究者・実務者である。

津波に関心のある方々や防災関係者に心から本書をおすすめする。

日本災害情報学会会長・東京大学名誉教授 阿部勝征

「津波の事典」発刊の快挙
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